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Shunsuke Inagaki

OVERVIEW 説明

2回に分けて考えます
第8回
授業中の学びへのアクセスを考える

第9回
評価・試験場面でのICT配慮を考える

今日は「授業中の支援」が中心です。
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Shunsuke Inagaki

FLOW 進行

本⽇の流れ
1.第7回の結果を返す

2.学生の声を読む

3.特別支援教育を整理する

4.ICTによる支援を考える

5.事例で判断する

6.教師として考える
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Shunsuke Inagaki

REPORT 課題

発表とレポート作成⽇
発表

第10回 6月22日 ／ 第11回 6月29日

希望者は、フォームQ3のチェックボックスにチェックしてください。

発表日の希望は取りません。どちらも出席できる人が申し込んでください。

どうしても1日欠席予定がある人は、Q4に日付と理由を書いてください。

レポート作成日

第12回 7月6日 ／ 第13回 7月13日

教室への登校はせず、各自、自宅等でレポートの執筆に充ててください。

第14回 7月20日は最後の授業です。レポートへのヒントを話します。
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Shunsuke Inagaki

01 DATA データ

第7回の結果から始めます
前回は、AI時代にプログラミング教育で何を育てるのかを考
えました。

まず、その結果を共有します。
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Shunsuke Inagaki

DATA 結果

難しいと感じた⼈が多かったようです
B 途中までは考えられた 18名

C 何をすればよいか分からない部分が多かった 17名

D ほとんど手がつかなかった 4名

A ある程度解けた 3名
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Shunsuke Inagaki

DATA 結果

どこが難しかったか
n コードや命令の意味が分かりにくい 31名

n 条件を整理するのが難しい 28名

n 途中で集中や気持ちが続きにくい 24名

n 手順を追うのが難しい 17名

n 問題文の読解が難しい 14名

n どこから考えればよいか分からない 11名
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Shunsuke Inagaki

DATA 結果

学⽣は何の⼒と⾒たか
B 文章を読み、条件を整理する力 21名

C 手順を追い、順序立てて考える力 15名

E どれか1つには決めにくい 3名

A コードや命令を理解する力 2名

D 試行錯誤しながら粘り強く考える力 1名
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Shunsuke Inagaki

DATA 結果

何を最も重視するか
共有前
A コードを書く力 4名
B 手順を考える力 32名
C 仕組みを疑う力 6名

共有後
A コードを書く力 8名
B 手順を考える力 24名
C 仕組みを疑う力 10名

最終判断では、Bが最多でした。
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Shunsuke Inagaki

DATA 結果

授業後リッカート
n 考え方を育てる学び 4.69

n AI時代に何を重視すべきか 4.74

n 自分の教科で扱う 4.57

n 他者意見で揺れた・深まった 4.36

n まだよくわからない点 2.86
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から
ここから、学生の自由記述を紹介します。

原文のまま読みます。
特に注目したい箇所を強調しています。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から
今日の授業で、自分の考えは大きくは変わらなかった。
もともとプログラミング教育では手順を考える力が重要
だと考えており、授業を通してその考えがさらに深まっ
たからである。特に、プログラムを書くこと自体よりも、
問題を整理して順序立てて考える力が、生成AIが普及し
た社会でも必要になると感じた。今後は、そのような力
をどのように生徒に身につけさせるかについて考えてい
きたい。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

文系学問とプログラミングは水と油だろうという先入観
があったが、合わせて授業を作ることに大きな意義があ
ると気が付いた。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

数学や理科の理系科目だと決めつけていましたが、国語
だからこそプログラミング教育を活用していくことにつ
いて考えたいと思いました。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

プログラミング教育について、ただの難しいコードなど
を学ぶ授業ではないことを知り驚いた。順序立てて考え
る力を伸ばす学びであることを考えるとプログラミング
の授業は今後欠かせないと思った。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

プログラミング教育をする上でどの力を重視するのか、
という点で最も考えが揺れた。
どの選択肢を選んでも、他の選択肢の力が必要になって
くるように感じ、一つに絞ることが難しかったから。特に
Cは、AもBも取り込むことができるけれど、裏を返せば、
AとBの力がなければ成立しないことにかなり悩んだ。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

私の中で、プログラミング教育＝パソコンを操作すると
いうイメージしかなかったが、ブラックボックスについて
考えることや教科横断的な学び、問題解決能力を育むた
めの手順を考える力や問題を分解し、順序立てて考える
力の育成などがあることなど初めて知ることが多くあっ
た。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

プログラミング教育で何を身に付けさせるかについては
特に考えた。AI が様々なことを考え実行する時代だか
らこそ、論理的思考力を身に付けるためのプログラミン
グ教育は必要なものであることがわかった。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

また、先生がおっしゃっていた「コードを書ける力」の必
要性に関する観点も自身にとってハッとさせられるもの
であった。「自分で理解していないが使う」というのは
様々なもので行っていることである。すべてのものを理
解することはできないと思うが学ぶ姿勢や意欲を持つこ
とは必要であると考えた。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

プログラミングと聞いて拒否反応を感じた時、自分は己
の教科に閉じこもっていたい狭い人間であるのかと思っ
た。
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Shunsuke Inagaki

VOICE 引用

第7回の声から

他の教科にも手を伸ばして学びを広げるべき、と教職の
授業で考えてきたはずなのに、自分の苦手分野には徹底
的にふれないようしたいという自分の考え方に気がつ
いて、自分と見つめあう時間になったと思う。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

まず⼀⼈で書く

Q5
第7回の結果や学生の声を見て、印象に残ったこと、
または考えたことを書いてください。

まず一人で書きます。
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Shunsuke Inagaki

QUESTION 問い

今⽇の問い
ICTは、一部の生徒への特別な支援なのか。

それとも、学びにアクセスするための道具なのか。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

まず⼀⼈で書く

Q6
特別支援教育とはどういった教育だと思いますか。
現時点の考えを書いてください。

説明の前に、今の自分の考えを書きます。
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Shunsuke Inagaki

CONCEPT 概念

特別⽀援教育とは
一人一人の教育的ニーズを把握し、持てる力を高め、
生活や学習上の困難を改善・克服するために、適切な
指導と必要な支援を行う教育。
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Shunsuke Inagaki

CONCEPT 概念

考え⽅の転換
特殊教育
障害の種類や程度に応じた特別な場

特別支援教育
一人一人の教育的ニーズに応じた支援

場だけでなく、ニーズを見る。
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Shunsuke Inagaki

CONCEPT 概念

困難は、いつも⾒えるとは限らない
n 読むことがつらい。
n 書くことに時間がかかる。
n 聞き取れない。
n 集中が続かない。
n 話すことが難しい。
n 参加しにくい。

教師は、見えにくい困難を見取る。
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Shunsuke Inagaki

CONCEPT 概念

何ができないか、だけで⾒ない
何ができないか。だけではなく、

何にアクセスしにくいのか。
どんな条件なら参加できるのか。

ここを見ることが大切です。
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Shunsuke Inagaki

CONCEPT 概念

ICTは、学びの⼊⼝を作る
n読む入口を作る。

n書く負担を調整する。

n聞く情報を見える形にする。

n話す方法を増やす。

n見通しを持たせる。
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Shunsuke Inagaki

EXAMPLE 例

たとえば
n 読み上げ

n 音声入力

n 文字拡大

n ルビ

n 字幕

n 録音・録画

n タイマー

n リマインダー

n メモアプリ

n 生成AIによる言い換え
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Shunsuke Inagaki

EXAMPLE 例

DAISY教科書
読むことが難しい生徒に、音声と文字を組み合わせて、
教科書へアクセスする方法を作る。

読む力を奪うのではなく、学ぶ入口を作る。
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Shunsuke Inagaki

EXAMPLE 例

実践事例から考える
特別支援教育では、タブレットやアプリを使って、学習
や生活への参加を支える実践があります。

事例を見るときは、「何の困難を支えているか」を見ま
す。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

⼀⼈で書く
Q7
前回の情報Ⅰのような問題に取り組むとき、プログラミン
グが苦手だと感じる生徒がいるとします。どのようなICT
機能や支援があれば、その生徒は問題に取り組みやすくな
ると思いますか。具体的に書いてください。

「苦手」を責めるのではなく、取り組みやすい条件を考えます。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

⼀⼈で書く
Q8
使えそうなICT機能・アプリ・デバイスを選んでください。

Q9
そのうち1つについて、どのようなことが苦手な生徒に、どの
ような支援として使えそうかを書いてください。

道具名で終わらせず、何を支えるのかを書きます。
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Shunsuke Inagaki

CASE 事例

事例で考えます
中学校の授業で、長い文章を読むことに強い困難を
感じている生徒がいます。

診断はまだありません。
本人は、タブレットの読み上げ機能を使いたいと言っ
ています。

教師として、どう判断しますか。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

まず確認する

Q10
この事例を読んで、教師としてまず確認したいことを書い
てください。

まだ選択肢は選びません。
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Shunsuke Inagaki

DILEMMA ジレンマ

3つの⽴場
A 個別に使用を認める

B 全員が選べる支援として開く

C 本人・保護者・校内体制で確認し、段階的に導入する

どれも理由があります。

37



Shunsuke Inagaki

POSITION A 選択肢

A 個別に使⽤を認める
本人が学習に参加するためのアクセスを優先する。

読めないことで、内容理解まで閉ざさない。
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Shunsuke Inagaki

POSITION B 選択肢

B 全員が選べる⽀援として開く
n 読み上げ。
n 拡大。
n ルビ。
n 紙とデジタルの選択。

一人だけを目立たせず、学び方の選択肢にする。
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Shunsuke Inagaki

POSITION C 選択肢

C 確認して段階的に導⼊する
n 本人の困り感。
n 保護者の意向。
n 校内支援体制。
n 使用する機能の範囲。

必要な支援を、続けられる形にする。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

まず⼀⼈で選ぶ
Q11
現時点で最も近い判断を選んでください。

Q12
理由を書いてください。その立場の弱点も書いてください。

まだ話し合いません。
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Shunsuke Inagaki

WORK 話す

近くの⼈と話す
2〜3名で話してください。

n どれを選んだか。
n 何を重視したか。
n 何が不安か。
n 他の生徒にはどう説明するか。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

もう⼀度考える（宿題）
Q13
話した後で、もう一度選んでください。

Q14
変わった人は、きっかけを。
変わらなかった人は、維持した理由を。

変わることも、変わらず深まることも学びです。
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Shunsuke Inagaki

SUBJECT 教科接続

⾃分の教科に戻す（宿題）
Q15
自分の取得予定教科で、苦手が出やすい場面を1つ選び、
ICT機能を具体的にどう活かして、どのような支援を入れ
ることができるかを書いてください。注意することも書い
てください。

場面、機能、支援、注意点を具体的に書きます。
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Shunsuke Inagaki

REFLECTION 振り返り

教師として考える（宿題）

Q16
今日の授業で、教師として考えたことを書いてください。そ
のうえで、第1回で書いた「どんな先生になりたいか」とつな
がるところがあれば書いてください。

まず今日の教師判断を書き、その後で教師像とのつながりを書きます。
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Shunsuke Inagaki

FORM フォーム

最後に⾃⼰評価する（宿題）
Q17〜Q21

n 5段階で答えてください。
n教育的ニーズとして考えた。
n ICT支援の利点とリスクを考えた。
n教師の判断を考えた。
n他者意見で深まった。
nまだわからない点が残った。

フォームの最後まで回答してください。
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Shunsuke Inagaki

NEXT 次回

次回へ（宿題）

Q22
自分の意見や感想など自由に書きましょう。

次回は、ICTによる配慮と公平性を考えます。
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Shunsuke Inagaki

SUMMARY まとめ

今⽇のまとめ

困難は、見えにくい。

支援は、見えやすい。

だから教師は、本人の困り感、学級、保護者、学校体制を見
ながら、学びへのアクセスを設計する。
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